
第１節　環境保全

目指す将来像

基本方針

主要事業

　次世代に継承すべきみどり豊かな自然環境を保全し、日頃から省資源・省エネルギーに努めるなど環境
負担の少ない生活が営まれ、人と自然が共生したホタル飛びかうまちとします。

　ホタルの育成を通した自然保護の啓発など自然環境の保全をはじめ、二酸化炭素削減を意識した地球温
暖化対策、公害・環境汚染の防止、省エネルギーの推進と自然エネルギーの活用など、住民・事業者・行政が
パートナーシップをとり、環境保全に向けた取り組みを推進します。

主要事業 実施団体等 事業概要

環境保全対策事業 町

自然エネルギー活用促進 町

・環境基本条例の制定及び環境基本計画の策定
・環境保全意識の高揚
・大気分析調査
・ダイオキシン類調査
・畜産臭気対策

・自然観察会の開催
・湿地環境ボランティアの養成
・施設整備の充実

・住宅用地球温暖化対策設備導入費補助事業
・次世代自然エネルギーの活用促進

省エネ・エコ対策の推進 町

湿地の保全・保護 町

・ホタルの育成を通して、自然保護の啓発
・ホタルボランティアの養成
・施設整備の充実

ホタル関連事業 町

・合併処理浄化槽設置補助事業
・生活排水浄化意識の高揚
・河川の水質検査

河川の水質浄化 町

・「もったいない」意識の啓発
・クールビズ・ウォームビズの推進

公害の防止 町 ・公害防止協定の締結
・土壌汚染防止及び監視体制の強化

豊かな自然と共生する安全・安心なまち

◆自然環境に関心を持ち、町内の自然環境に対する認識を深めましょう。

◆日常生活で自家用車の利用を控える、エアコンの温度設定は省エネルギーになるよう考慮するなど環境
　への負荷の少ない生活に取り組みましょう。

◆湿地ボランティアに参加しましょう。

◆河川・道路の清掃活動など各地区・団体で取り組む環境美化活動を進めましょう。

◆里山の保護活動へ参加しましょう。

◆ホタルボランティアに参加しましょう。

◆環境基本計画（国）
◆地球温暖化対策計画（国）

関連する個別計画など

住民とのパートナーシップ
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第２節　環境衛生

目指す将来像

基本方針

主要事業

　住民、事業者、行政が一体となり、ごみの発生抑制や再使用、資源化が進められ、快適で衛生的な生活環境
が確保されたまちとします。

　日頃からごみも資源とする意識を持ってごみ分別を徹底し、３Ｒ運動やごみを発生させない体制づくりを推
進し、持続可能な資源循環型社会を目指します。また、ゴミゼロ運動などの推進や、ごみの減量化を図ること
で環境への負荷を減らしていきます。

主要事業 実施団体等 事業概要

ごみ・し尿の収集処理体制の充実 町・組合

・東部知多衛生組合ごみ処理施設整備事業
・ごみ分別収集推進事業
・粗大ごみ収集
・し尿収集体制の見直し・効率化

・３Ｒ運動の推進
・生ごみ堆肥化の推進
・資源ごみ回収の推進
・ごみ処理の有料化

・ごみ収集所の適正配置

ごみ減量化 町

ごみ収集所整備事業 町
・不法投棄撲滅のための監視体制強化環境パトロールの実施 町
・合併処理浄化槽設置補助事業の周知合併処理浄化槽の設置促進 町

豊かな自然と共生する安全・安心なまち第２章　    基本目標２

◆ごみの分別排出に取り組みましょう。
◆リサイクルの推進、生ごみの堆肥化などごみの減量化に取り組みましょう。
◆ごみ収集所の管理に協力しましょう。
◆不法投棄撲滅に向け、パトロールへの参加など地域で協力しましょう。
◆ゴミゼロ運動に参加しましょう。

◆一般廃棄物処理計画
◆分別収集計画

関連する個別計画など

◆下水道に関わるイベントや講座などへの参加を通じて、下水処理に関わる正しい知識を身に付けましょう。
◆公共下水道整備地区では、下水道への接続に努めましょう。

◆ストックマネジメント計画
◆下水道事業経営戦略

関連する個別計画など

第３節　下水道

目指す将来像

基本方針

主要事業

　施設の計画的な更新を進めるとともに、健全経営に努め、将来にわたり持続可能な下水道事業経営が
確立され、住民の快適な生活環境が保持されたまちとします。

　施設は長寿命化と耐震化の視点を踏まえた更新と維持管理を進めます。また、中長期的な視点による経
営努力と経営の健全化を図ることで、将来にわたり安定的で持続可能な下水道事業の運営を図ります。

主要事業 実施団体等 事業概要

管路施設等の更新と維持管理 県・町

持続可能な下水道事業の経営 町

・ストックマネジメント計画に基づく管路施設等の
 計画的な更新
・管路施設等の効率的な維持管理によるコスト縮
 減と支出の平準化

・町民へのPR活動等による接続率の向上
・経営状況の把握と検証による健全な下水道事業の
 運営

住民とのパートナーシップ

住民とのパートナーシップ
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第２節　環境衛生
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進し、持続可能な資源循環型社会を目指します。また、ゴミゼロ運動などの推進や、ごみの減量化を図ること
で環境への負荷を減らしていきます。

主要事業 実施団体等 事業概要

ごみ・し尿の収集処理体制の充実 町・組合

・東部知多衛生組合ごみ処理施設整備事業
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第３節　下水道

目指す将来像

基本方針

主要事業
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主要事業 実施団体等 事業概要

第４節　防災・消防・救急

目指す将来像

基本方針

主要事業

　あらゆる自然災害から、すべての住民の命と暮らしが守られ、被害が最小限に抑えられるよう、日頃よりリ
スクマネジメントを踏まえた準備ができています。
　住民一人ひとりは防災意識が高く、ハードとソフトの両面から的確な防災・減災対策に取り組むため、住民、
地域、事業者、行政がそれぞれの役割を理解し、連携することで災害に強いまちとします。
　また、消防・救急活動への理解と体制整備に努め、消防団活動を地域全体で支える仕組みが構築されたま
ちとします。

　南海トラフ地震をはじめ、台風や集中豪雨などの災害に備えるため、迅速な情報収集・伝達体制の充実や防
災設備の計画的な整備をはかり、災害に強いまちづくりを進めます。
　また、自主防災会の活性化、地域と連携した防災訓練や学校での防災教育を通じて、地域の防災・減災力の
向上を推進します。
　さらに、消防・救急体制の充実をはかり、「自助」「共助」「公助」それぞれの防災・防火対策を強化・連携させる
ことで、いつでも・誰もが安全・安心に暮らせるまちづくりを進めます。

豊かな自然と共生する安全・安心なまち第２章　    基本目標２

地域の防災・減災力の向上
町・地域

（自主防災会）
・事業所

・各家庭や事業所における災害備蓄品の必要性を
 周知・啓発
・防災マップ等の更新・周知・啓発
・災害時の迅速な復旧のため、事業所などとの
 防災協定締結

・関係機関と連携した防災訓練の実施
・防災リーダーの育成（女性や若者など幅広い
 担い手の育成）
・自主防災会活動支援の推進

・避難行動要支援者登録制度の周知・登録促進
・自主防災会、民生委員・児童委員、地区住民の
 連携強化

自主防災会組織の強化
町・地域

（自主防災会）

町・地域
（自主防災会）

災害時要配慮者の支援

◆災害に備え、各家庭で備蓄品を確保しましょう。
◆避難所の場所や避難経路をあらかじめ確認しておきましょう。
◆日頃から自主防災会活動や防災訓練に参加しましょう。
◆発災時の要配慮者の避難には、地域で支え合い、連携・協力し合いましょう。
◆心肺蘇生やAEDの使い方などに関する救命講習会へ参加しましょう。
◆一人ひとりが防火意識を高めるとともに、地域全体で消防団活動を支えましょう。

◆地域防災計画
◆国土強靭化地域計画
◆国民保護計画

関連する個別計画など

主要事業 実施団体等 事業概要

広域消防・救急体制の充実
町・知多中部
広域事務組合

消防団活動の活性化 町・地域

・消防・救急資機材の計画的な更新
・高度救急処置に対応できる救命救急士の養成
 など技術向上のための人材育成
・救命講習会への参加促進

・消防団への加入促進
・訓練や研修など技術向上のための人材育成
・女性消防団による予防の啓発はじめ機能別消防
 団の活動促進

消防施設・設備の整備 町
・消防水利（消火栓・防火水槽）の維持管理
・消防団詰所の整備
・消防車両の更新

・防災アプリの導入・登録促進、あんしん防災ねっと
 の活用
・災害時の情報収集・伝達訓練の実施
・災害対策本部へのICT導入と利活用

・災害備蓄品の分散確保のため、防災倉庫など
 防災体制の強化

・避難所・避難場所の整備
・避難所における感染症対策への強化

災害時の情報収集と伝達体制の充実

防災設備の整備

避難所・避難場所の運営

県・町

町

町

住民とのパートナーシップ

防災訓練
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▲個別計画一覧表へリンクします



主要事業 実施団体等 事業概要

第４節　防災・消防・救急

目指す将来像

基本方針

主要事業

　あらゆる自然災害から、すべての住民の命と暮らしが守られ、被害が最小限に抑えられるよう、日頃よりリ
スクマネジメントを踏まえた準備ができています。
　住民一人ひとりは防災意識が高く、ハードとソフトの両面から的確な防災・減災対策に取り組むため、住民、
地域、事業者、行政がそれぞれの役割を理解し、連携することで災害に強いまちとします。
　また、消防・救急活動への理解と体制整備に努め、消防団活動を地域全体で支える仕組みが構築されたま
ちとします。

　南海トラフ地震をはじめ、台風や集中豪雨などの災害に備えるため、迅速な情報収集・伝達体制の充実や防
災設備の計画的な整備をはかり、災害に強いまちづくりを進めます。
　また、自主防災会の活性化、地域と連携した防災訓練や学校での防災教育を通じて、地域の防災・減災力の
向上を推進します。
　さらに、消防・救急体制の充実をはかり、「自助」「共助」「公助」それぞれの防災・防火対策を強化・連携させる
ことで、いつでも・誰もが安全・安心に暮らせるまちづくりを進めます。

豊かな自然と共生する安全・安心なまち第２章　    基本目標２

地域の防災・減災力の向上
町・地域

（自主防災会）
・事業所

・各家庭や事業所における災害備蓄品の必要性を
 周知・啓発
・防災マップ等の更新・周知・啓発
・災害時の迅速な復旧のため、事業所などとの
 防災協定締結

・関係機関と連携した防災訓練の実施
・防災リーダーの育成（女性や若者など幅広い
 担い手の育成）
・自主防災会活動支援の推進

・避難行動要支援者登録制度の周知・登録促進
・自主防災会、民生委員・児童委員、地区住民の
 連携強化

自主防災会組織の強化
町・地域

（自主防災会）

町・地域
（自主防災会）

災害時要配慮者の支援

◆災害に備え、各家庭で備蓄品を確保しましょう。
◆避難所の場所や避難経路をあらかじめ確認しておきましょう。
◆日頃から自主防災会活動や防災訓練に参加しましょう。
◆発災時の要配慮者の避難には、地域で支え合い、連携・協力し合いましょう。
◆心肺蘇生やAEDの使い方などに関する救命講習会へ参加しましょう。
◆一人ひとりが防火意識を高めるとともに、地域全体で消防団活動を支えましょう。

◆地域防災計画
◆国土強靭化地域計画
◆国民保護計画

関連する個別計画など

主要事業 実施団体等 事業概要

広域消防・救急体制の充実
町・知多中部
広域事務組合

消防団活動の活性化 町・地域

・消防・救急資機材の計画的な更新
・高度救急処置に対応できる救命救急士の養成
 など技術向上のための人材育成
・救命講習会への参加促進

・消防団への加入促進
・訓練や研修など技術向上のための人材育成
・女性消防団による予防の啓発はじめ機能別消防
 団の活動促進

消防施設・設備の整備 町
・消防水利（消火栓・防火水槽）の維持管理
・消防団詰所の整備
・消防車両の更新

・防災アプリの導入・登録促進、あんしん防災ねっと
 の活用
・災害時の情報収集・伝達訓練の実施
・災害対策本部へのICT導入と利活用

・災害備蓄品の分散確保のため、防災倉庫など
 防災体制の強化

・避難所・避難場所の整備
・避難所における感染症対策への強化

災害時の情報収集と伝達体制の充実

防災設備の整備

避難所・避難場所の運営

県・町

町

町

住民とのパートナーシップ

防災訓練
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▲個別計画一覧表へリンクします



豊かな自然と共生する安全・安心なまち第２章　    基本目標２

第５節　交通安全・防犯

目指す将来像

基本方針

主要事業

　犯罪を未然に防ぐ地域ぐるみの活動が展開され、高齢者や子どもが安心して歩行できる交通環境の整備が
図られた安全・安心な生活を送ることができるまちとします。

　住民の交通安全意識・防犯意識の高揚及び自主的な防犯・地域安全活動の促進に努めるとともに、交通安全
施設や防犯施設などの整備・維持管理を図ります。

主要事業 実施団体等 事業概要

交通安全意識の啓発 町・地域

・各地区、学校などにおける交通安全教室
・交通安全キャンペーンの実施
・自転車損害賠償保険等への加入の促進
・高齢者の運転免許証返納の推進

・危険箇所の把握と施設整備
・防犯キャンペーンの実施
・啓発資機材の活用

交通安全施設の整備 県・町・地域

防犯意識の高揚 町・地域

・自主防犯団体の育成
・防犯パトロール講習会の実施
・安全・安心パトロールカーの活用
・自主防犯団体への資器材の提供
・防犯カメラの設置
・大字・自治会の防犯カメラ設置に対する補助

防犯体制の強化 町・地域

・防犯灯の計画的設置及び修繕等維持管理防犯灯新設及び維持管理 町

◆交通ルールを守り、交通事故防止に努めましょう。
◆高齢となり、自動車の運転に不安を感じたら、運転免許証の返納を検討しましょう。
◆各自でできる防犯対策を行いましょう。
◆防犯パトロールに参加するなど、地域での防犯活動に参加しましょう。

◆通学路交通安全プログラム

関連する個別計画など

第６節　消費者行政

目指す将来像

基本方針

主要事業

　社会情勢を反映して多種多様に変化する消費者トラブル、消費生活等に関する不安や悩みへの相談体
制がより強化され、一人ひとりが正しい判断のできる消費者として、正しい情報を選択・入手する手段が
整った安全・安心なまちとします。

　消費者被害を未然に防ぐために、消費生活に関する情報提供や啓発に努めるなど消費者意識の向上を図
ります。また、特殊詐欺等の多様化する消費者トラブルへの相談体制の充実に努めます。

主要事業 実施団体等 事業概要

消費者意識の向上 町

消費生活相談体制の充実 構成市町

・消費者問題の情報提供
・広報紙へ消費生活相談事例掲載
・消費生活講座等の開催
・消費生活展の開催

・広域行政による知多半田消費生活センターの
 相談体制の充実

消費者団体への支援 町 ・消費団体の育成

◆消費生活に関する知識の習得に努めましょう。
◆消費生活相談窓口を活用しましょう。

◆あいち消費者安心プラン2024（第三次愛知県消費者行政推進計画）

関連する個別計画など住民とのパートナーシップ

住民とのパートナーシップ
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豊かな自然と共生する安全・安心なまち第２章　    基本目標２

第５節　交通安全・防犯

目指す将来像

基本方針

主要事業

　犯罪を未然に防ぐ地域ぐるみの活動が展開され、高齢者や子どもが安心して歩行できる交通環境の整備が
図られた安全・安心な生活を送ることができるまちとします。

　住民の交通安全意識・防犯意識の高揚及び自主的な防犯・地域安全活動の促進に努めるとともに、交通安全
施設や防犯施設などの整備・維持管理を図ります。

主要事業 実施団体等 事業概要

交通安全意識の啓発 町・地域

・各地区、学校などにおける交通安全教室
・交通安全キャンペーンの実施
・自転車損害賠償保険等への加入の促進
・高齢者の運転免許証返納の推進

・危険箇所の把握と施設整備
・防犯キャンペーンの実施
・啓発資機材の活用

交通安全施設の整備 県・町・地域

防犯意識の高揚 町・地域

・自主防犯団体の育成
・防犯パトロール講習会の実施
・安全・安心パトロールカーの活用
・自主防犯団体への資器材の提供
・防犯カメラの設置
・大字・自治会の防犯カメラ設置に対する補助

防犯体制の強化 町・地域

・防犯灯の計画的設置及び修繕等維持管理防犯灯新設及び維持管理 町

◆交通ルールを守り、交通事故防止に努めましょう。
◆高齢となり、自動車の運転に不安を感じたら、運転免許証の返納を検討しましょう。
◆各自でできる防犯対策を行いましょう。
◆防犯パトロールに参加するなど、地域での防犯活動に参加しましょう。

◆通学路交通安全プログラム

関連する個別計画など

第６節　消費者行政

目指す将来像

基本方針

主要事業

　社会情勢を反映して多種多様に変化する消費者トラブル、消費生活等に関する不安や悩みへの相談体
制がより強化され、一人ひとりが正しい判断のできる消費者として、正しい情報を選択・入手する手段が
整った安全・安心なまちとします。

　消費者被害を未然に防ぐために、消費生活に関する情報提供や啓発に努めるなど消費者意識の向上を図
ります。また、特殊詐欺等の多様化する消費者トラブルへの相談体制の充実に努めます。

主要事業 実施団体等 事業概要

消費者意識の向上 町

消費生活相談体制の充実 構成市町

・消費者問題の情報提供
・広報紙へ消費生活相談事例掲載
・消費生活講座等の開催
・消費生活展の開催

・広域行政による知多半田消費生活センターの
 相談体制の充実

消費者団体への支援 町 ・消費団体の育成

◆消費生活に関する知識の習得に努めましょう。
◆消費生活相談窓口を活用しましょう。

◆あいち消費者安心プラン2024（第三次愛知県消費者行政推進計画）

関連する個別計画など住民とのパートナーシップ

住民とのパートナーシップ

序
論

基
本
構
想

資
料

基
本
計
画
基
本
目
標
１

自
然
と
調
和
し
た

心
地
よ
さ
が
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

基
本
目
標
２

豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る

安
全・安
心
な
ま
ち

基
本
目
標
３

と
も
に
生
き
る

健
康・福
祉
の
ま
ち

基
本
目
標
４

ひ
と
が
輝
く
教
育・文
化
の
ま
ち

基
本
目
標
５

未
来
へ
つ
な
ぐ
産
業
の
ま
ち

基
本
目
標
６

み
ん
な
の
思
い
が

カ
タ
チ
を
成
す
ま
ち

▲個別計画一覧表へリンクします

▲個別計画一覧表へリンクします

48 49




